
　

会
員
の
皆
様
方
に
は
す
ば
ら
し
い
新

年
を
迎
え
、
初
夢
を
み
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

初
夢
は
２
日
に
見
る
夢
の
こ
と
だ
そ

う
で
す
が
、
見
た
夢
の
内
容
で
そ
の
年

の
運
勢
を
占
う
そ
う
で
す
。
誰
も
が
出
来

る
だ
け
良
い
夢
を
見
た
い
と
思
い
ま
す

が
、昨
年
は
所
得
格
差
が
広
が
り
、
貧
困

者
を
増
大
さ
せ
、
増
税
や
医
療
費
拡
大

に
よ
り
国
の
負
担
す
る
医
療
費
は
先
進

国
の
中
で
は
最
低
、
患
者
負
担
は
最
高

と
い
う
極
め
て
ゆ
が
ん
だ
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難
な
情
勢
の
中

「
３
年
毎
の
見
直
し
ル
ー
ル
」
に
し
た
が

い
家
賃
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
居
住
者

の
大
き
な
怒
り
と
な
り
ま
し
た
。
自
治

会
は
今
後
も
国
会
決
議
を
守
り
、
住
ま

い
の
安
定
、
団
地
の
売
却
・
管
理
の
民

間
委
託
に
反
対
し
つ
つ
皆
様
と
一
緒
に

力
を
合
わ
せ
運
動
し
ま
す
。

　

団
地
内
環
境
で
は
、
５
号
棟
外
壁
修

繕
工
事
・
屋
上
排
風
機
交
換
工
事
・
Ａ

４
対
応
郵
便
受
け
へ
の
交
換
・
来
客
駐

車
場
増
設
・
集
会
所
改
修
な
ど
が
進
め

ら
れ
ま
す
。皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
機
構
と
話
し
合
い
、
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
団
地
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

今
年
は
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

防
災
意
識
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
団
地
内

共
用
部
分
や
廊
下
・
歩
行
中
の
禁
煙
を

呼
び
か
け
ま
す
。

　

私
達
の
団
地
自
治
会
は
フ
ロ
ア
連
絡

委
員
各
位
の
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
本
年
も
ご

指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

★
昨
年
の
世
相
を
表
わ
す
漢

字
が「
命
」で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
命
の
大
切
さ
を
実
感
せ
ざ

る
を
得
な
い
社
会
状
況
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
社
会

で
は
、
死
ん
だ
ら
仏
様
、
と

言
う
が
、
仏
と
は
、
人
間
が

絶
対
的
な
幸
福
に
生
き
る
道

理「
宇
宙
の
法
則
を
悟
り
」人

間
の
生
活
法
を
説
い
た
「
最

良
の
命
の
状
態
」
を
「
仏
」

と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、「
教
主
釈
尊
出
世
の
本

懐
は
『
人
の
振
る
舞
い
』
で

あ
る
」
と
。

★
死
ん
で
仏
に
な
る
な
ら
、

生
き
て
い
る
う
ち
は
欲
望
の

ま
ま
に
、
や
り
た
い
放
題
で

よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

死
ん
で
し
ま
え
ば
仏
様
？　

だ
と
し
た
ら
、一
切
の
道
徳
と

か「
善
」「
悪
」は
無
意
味
だ
と

い
う
こ
と
で
も
な
い
。
善
い

事
、
悪
い
事
、
そ
の
行
為
は
、

誉
め
ら
れ
な
く
て
も
、罰
せ
ら

れ
な
く
て
も
、
頭
か
ら
忘
れ

て
も
、
其
の
生
命
に
刻
印
さ

れ
る
。
幸
福
な
家
庭
に
生
ま

れ
る
か
、「
争
い
」
の
絶
え
な

い
所
に
生
ま
れ
る
か
、
人
生

の
シ
ナ
リ
オ
は
、
自
分
で
書

い
て
自
分
で
演
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

★
自
分
で
ま
い
た
種
は
自
分

が
摘
み
取
る
。
そ
の
原
因
と

結
果
が
、
過
去
・
現
在
・
未

来
へ
と
続
く
。
そ
れ
が
生
命

の
実
体
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

今
日
一
日
、
一
年
、
一
生
を

大
切
に
、
善
を
積
ん
だ
福
徳

は
死
ん
で
も
持
っ
て
い
か
れ

る
唯
一
の
宝
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
確
信
し
て
死
ぬ
、
を

「
成
仏
」
と
い
う
。「
一
生
を

虚
し
く
過
ご
し
て
万
歳
悔
い

る
こ
と
無
か
れ
。」（
日
蓮
大

聖
人
）　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｈ
）

　今年の干支は、いのしし。猪は旺盛な繁殖力と、猪突猛進に例えられ
る勢いの良さで、古来から幸運のシンボルとされています。
　しかし、1923年の関東大震災や、'95年、阪神淡路大震災など亥年に
は未曾有の大震災が起きています。
　今年の亥年、みんなで防災意識を高め、1年の安寧を願って、元気に
頑張りましょう。　　　　　　　　　　　　（写真、 新野和弘さん・ 3号棟）

や
ま
び
こ
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一人がみんなのために、みんなが一人のために

　
管
理
協
会
と
の
懇
談
会
の

回
答
を
前
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
未
回
答
の
案
件

を
12
月
に
自
治
会
に
来
所
の

上
、回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

１
、屋
上
排
風
機
等
交
換
工
事

　
１
、
２
、
３
、
４
、
６
号

棟
南
、
６
号
棟
北
を
１
月
中

頃
か
ら
３
月
中
頃
の
予
定
。

工
事
は
屋
上
の
排
風
機
を
取

り
替
え
た
後
に
、
各
戸
の
家

の
換
気
口
を
取
り
替
え
る
事

に
な
り
ま
す
。
各
戸
の
工
事

は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

２
、
１
階
集
合
郵
便
受
け
を

Ａ
４
対
応
に
取
り
替
え
る

　
ま
ず
２
、
３
号
棟
を
１
〜

３
月
の
予
定
で
改
修
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
、
来
客
駐
車
場
を
２
台
増

や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
３・６
号
棟
の
間
に
１
台
、

４・５
号
棟
の
間
に
１
台
増
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。３

月
ま
で
に
出
来
る
予
定
で
す
。

４
、
オ
ー
ト
バ
イ
置
き
場
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

件
に
つ
い
て

　
現
在
何
台
が
実
際
に
あ
る

の
か
調
査
し
て
い
る
の
で
そ

の
実
態
調
査
の
後
で
Ｊ
Ｓ
と

調
整
し
て
い
き
た
い
。
３
月

ま
で
に
は
何
と
か
し
た
い
。

５
、
松
坂
屋
周
辺
駐
輪
対
策

を
検
討
中
で
す

　
本
年
早
々
に
は
提
示
し
た

い
。

６
、
ゴ
ミ
対
策
等
看
板
に
つ

い
て

　
２
カ
国
語
か
４
カ
国
語
か

に
す
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

７
、
管
理
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
改
修
を
計
画
し
て
い

ま
す

　
入
口
は
す
で
に
自
動
ド
ア

ー
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
カ

ウ
ン
タ
ー
を
低
く
す
る
こ
と
、

掲
示
板
を
新
し
く
す
る
こ
と
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
改
装
す
る

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

８
、
集
会
所
改
修
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

　
自
治
会
か
ら
の
要
望
を
、

１
月
末
ま
で
に
出
す
よ
う
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
号
棟
の
集
会
所
の
ト
イ

レ
の
改
修
は
先
行
し
て
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
上
排
風
機・換
気
口
交
換
な
ど
！

Q：大島六丁目団地で、デジタル放送が受信できるようにな
ったそうですが、どのようにしたら視聴出来ますか。

A：現在、当団地で視聴できるデジタル放送は、BSデジタル放
送と地上波デジタル放送の2種類があります。

　　これら2種類のデジタル放送を視聴する場合には、専用
のデジタルチューナー又は、同チューナー内蔵型テレビが
必要となります。

　　同上機材は、家電量販店で購入できます。
　　なお、地上波デジタル放送の事をお知りになりたい時は、

東京ベイネットワーク（株）電話：0120-44-3404へお問
合わせ下さい。

全国集会に916名の代表が！全国集会に916名の代表が！

新
年
あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

自
治
会
会
長

　
　
　

中
島
政
幸

　『高家賃引き下げ、住まいの安定！』を求めて、2006年全
国公団住宅居住者総決起集会が、12月6日、全国149団地か
ら916名の代表が日本教育会館に集まり開催されました。
　集会は全国自治協の代表挨拶、各政党国会議員の来賓挨拶，
友誼団体の激励に続き基調報告が行われました。その後各地
方自治協代表が壇上に上がり、訴えや決意表明等がされまし
た。歌舞伎の白波5人男をもじって家賃値上げ・民営化反対
の口上を述べる自治協、演歌「瞼の母」を替え歌で“六畳一
間を借り受けまして～！”と歌いながら大家を皮肉る寸劇、
または「チョット、チョット」と流行の言葉を使い家賃値上
げに抗議する自治協と様々でした。
　23区自治協では所属自治会が各々一言アピールを大きな
紙に書いて登壇しました。いわく「高齢者の税金十倍、家賃

値上げでは住めないぞ」「年金で生活できる家賃制度を」「若い
人たちも入れる建替え家賃を」等々。集会の最後に家賃問題
・建替え問題等を盛り込んだ10項目の要求を集会決議とし
て採択。その後、署名を国土交通省と都市再生機構へ届ける
要請団が結成され、当団地からは盛事務局長が機構本社への
要請団に加わり横浜へ移動しました。
　機構本社では、都市機構理事長宛の署名を提出しました。
引き続き各地方自治協から代表10名が話をしましたが、家
賃にかかわるものが多く出ました。23区自治協からは大島
六丁目団地が代表して発言しました。内容は六丁目団地の居
住者から自治会宛の投書を取り上げ、その内容に新たな事柄
を加えて発言しました。発言内容の概略は次の通りです。
　「度重なる家賃値上げと経年劣化による室内の老朽化で空
き室が増え、今では一年を通してリニューアル工事やその他
の工事で騒音やホコリで悩まされ、見慣れぬ作業員には驚か
され、作業員の態度や物腰に怒りを覚えさせられる。作業員
が乗ってくる車両も多い時は100台をはるかに越え、私たち
の共益費で維持管理されている敷地内に堂々と無料で駐車し
て居住者が遠慮して歩いているような状況である。この様な
状況下では、家賃や共益費の値下げがあっても不思議ではな
いのに反対に家賃の値上げをするとは異常である。現況では
居住者の安心も快適さも保障されていない。機構は住んでい
る居住者にもっと配慮すべきではないか。機構が標榜する
CS（顧客満足）のC（顧客）には私たち賃貸住宅居住者は入って
いないのではないかと考えざるをえない。」



　

12
月
10
日（
日
）

青
空
の
中
、
中
央

広
場
で
90
キ
ロ
の

お
も
ち
を
つ
き
、

き
な
粉
・
あ
ん
こ
・

か
ら
み
も
ち
に
し

て
配
り
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
と
10
キ

ロ
増
や
し
ま
し
た

が
、
例
年
よ
り
多

く
の
方
が
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。
こ

ど
も
た
ち
も
喜
ん

で
つ
い
て
い
ま
し

た
。

　

12
月
23
日（
土
）

ク
リ
ス
マ
ス
ら
し

く
部
屋
を
飾
り
、

70
名
を
こ
え
る
子

供
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
本
を
読
ん

で
も
ら
い
、
ゲ
ー

ム
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
最
後
に

サ
ン
タ
さ
ん
が
き

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

渡
さ
れ
大
喜
び
し

て
い
ま
し
た
。
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今
年
の
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

12
月
26
日
か
ら
29
日
、
午
後
９
時

30
分
か
ら
１
時
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
役
員
・
居
住
者
を
は
じ
め
、
二

大
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
校

外
指
導

部
、
大

島
三
丁

目
団
地

自
治
会

の
延
べ

90
名
の

参
加
が

あ
り
ま

し
た
。

歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
こ
と
し
の
干
支

（
エ
ト
）は
、昨
年

の
戌（
イ
ヌ
）に
代

わ
っ
て
亥（
イ・イ

ノ
シ
シ
）が
出
番

と
な
っ
た
。

　

亥
は
北
か
ら
西
へ
30
度
の
方
角
・

方
位
を
意
味
し
、時
刻
で
は
今
の

午
後
10
時
頃
を
指
す
。ま
た
、イ

ノ
シ
シ（
猪
）は
豚
の
原
種
と
も

言
わ
れ
、動
物
学
的
に
は
偶
蹄
目

の
哺
乳
動
物
で
あ
る
。

　
体
は
肥
満
し
、頸
は
短
く
眼
は

小
さ
い
。体
長
約
１
メ
ー
ト
ル
。

背
面
に
黒
褐
色
の
剛
毛
が
あ
り
、

背
面
の
毛
は
長
く
、怒
れ
ば
こ
れ

を
逆
立
て
る
。犬
歯
は
口
外
に
突

き
出
て
、上
下
と
も
上
に
向
か
っ

て
伸
び
て
い
る
。以
上
が
お
お
ま

か
な
イ
ノ
シ
シ
の
外
見
と
特
徴

で
あ
る
。

　

こ
の
猪
が
昨
年
は
た
び
た
び

田
畑
に
出
没
、農
作
物
に
多
大
な

被
害
を
与
え
、話
題
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
作
物
被
害
の
犯
人

は
猪
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。特
に
熊

は
人
的
被
害
ま
で
引
き
起
こ
し
、猿

に
い
た
っ
て
は
集
団
行
動
で
人
を
威

嚇
す
る
な
ど
、と
ん
で
も
な
い
事
態
が

多
発
し
た
。

　

お
ま
け
に
山
形
地
方
で
は
、人
間

ま
で
が
収
穫
寸
前
の「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

を
何
十
キ
ロ
も
失
敬
し
た
と
い
う
。

も
っ
て
の
外
で
あ
る
。こ
れ
に
は
被
害

者
で
あ
る
生
産
農
家
も
行
政
も
、怒

り
心
頭
で
あ
る
。

　

野
生
動
物
に
は
人
間
社
会
の
ル
ー

ル
は
通
用
し
な
い
。生
き
も
の
で
あ

る
以
上
彼
ら
も
喰
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

生
存
の
絶
対
条
件
で
あ
る
食
の

確
保
は
人
も
動
物
も
妥
協
し
得

な
い
運
命
的
な
対
決
で
あ
る
。

　
と
り
あ
え
ず「
山
形
の
さ
く
ら

ん
ぼ
ド
ロ
」は
警
察
当
局
に
お

任
せ
す
る
と
し
て
、当
面
の
野
生

動
物
と
の
農
作
物
争
奪
戦
に
は

何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

有
効
な
具
体
策
が
急
が
れ
て

い
る
が
、今
の
と
こ
ろ
生
産
農

家
も
行
政
も
お
手
上
げ
状
態
だ
。

食
を
め
ぐ
る
人
間
と
野
生
動
物

の
攻
防
は
、い
ま
や
ゲ
リ
ラ
戦

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

知
恵
比
べ
と
見
る
か
、コ
ン

比
べ
と
見
る
か
、敵
も
サ
ル（
猿
）

も
の
。な
か
な
か
効
果
は
上
が

る
ま
い
。万
物
の
霊
長
で
あ
る

こ
と
を
自
認
す
る
人
間
さ
ま
も
、今

後
、ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
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な
の
幸
せ
の
輪
を
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げ
よ
う
。

よ
い
子
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が
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て
き
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！

きな粉、あんこがいいですか？

ゲームを楽しく！

敵もサル（猿）もの

ろくだんの

青森の「けの汁」
材料（5人前）
大根（3分の２本）、人参（小２本）、ごぼう（中１本）、
わらび（150ｇ）、ぜんまい（200ｇ）、蕗（200ｇ）、
油揚げ（３～４枚）、高野豆腐（４枚）、大豆（200ｇ、
は水で戻す）
調理法
　材料は10～15mm位、賽の目切り、ひたひた
の水で昆布だしで煮る。野菜が煮えたら、味噌
で味を整える。調味料少々。大豆はすり潰し、
最後に入れる。材料は昔から「有る物を入れる」
が基本でしたので、適当に取り合わせてくださ
い。
　「けの汁」の語源は、お正月の祝い膳で、7日
は「七草粥」ですが、けの汁は小正月の元日に当たる1月1５日の朝、
先ず神仏にお供えしたのち白いお粥か、焼いた切り餅に白粥をかけ
たものと、けの汁を組み合わせて食べました。この地方では、粥を
「け」と言い、つまり、ご飯に味噌汁の形でしょう。
　昔ながらの本物のふるさとの味を、召し上がってみてください。

青森県弘前市の嫂から伝授、船水惠美子（4号棟在住）

写真は、路上社発行「けの汁」のご協力です。

　長い柄のある桃色の花に、おしべが長く突き出て総状に咲く姿は、
蝶が風に 優雅に舞う姿を連想したのが、名の由来です。
　クレオメ属のため、英名は クレオメソウ で、日本でも地方によって
は、英名でも呼びます。
　また、花の咲き始め 太陽が昇ると、花弁が桃色に染まりだすことか
ら、酔蝶花 と粋な呼びかたもあります。
　草丈1.2メートル、花の直径は15～18センチと大型です。
　ろくだんでは、7月から咲き始めて、真夏の艶やかさは衰えはするも
のの 12月になっても咲いていました。
　ろくだんが造成されて36年、風や鳥が運んでくれた、珍しい野の花 
が多く育って来て、楽しみです。　（写真・文　倉又頼夫・5号棟西北側緑地）

ろ
く
だ
ん
の
野
の
花

風
蝶
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ョ
ウ
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ウ
科
・

11月
 30日　大島地区自治会連合会と大島地域の区議

団との懇談会参加
12月
　2日　幹事会開催
　6日　全国公団住宅居住者総決起集会大島六丁

目団地から16人参加
　8日　大島地区自治会連合会忘年会参加
　9日　第9回棟代表者会議開催、もちつき大会

準備行う
 10日　もちつき大会実施90キロの餅をつく、広
　　　　報部会実施
 13日　東京23区自治協幹事会出席
 23日　クリスマス会開催
 24日　事務局会議行う

 26～30日　歳末パトロール実施
2007年1月
　4日　江東区新年賀詞交換会出席
　6日　幹事会開催
　7日　青空市初売り
　7日　広報部編集会議実施
　9日　四大小新年会出席
 10日　二大小新年会出席
 12日　大島地区合同新年会参加
 13日　第10回棟代表者会議開催
 14日　青空市業者との例会実施
 17日　防災アンケート実施
 19日　二大中新年会出席
 21日　自治会新年会開催

� 機構理事長� 国土交通大臣�
カンパ

� 　� 世帯数� 人数�世帯数� 人数�
�1 号棟� 32� 42� 32� 42� 19,500
�2 号棟� 212� 432� 207� 418� 92,500
�3 号棟� 223� 436� 210� 403� 99,900
�4 号棟� 184� 365� 177� 347� 85,000
�5 号棟� 357� 852� 338� 790�150,934
�6 号棟北� 259� 714� 256� 556�103,500
�6 号棟南� 249� 560� 232� 519�109,500
�7 号棟� 134� 341� 133� 472� 63,000
�合　計� 1,650�3,742�1,585�3,547�723,834

2006年全国公団住宅居住者総決起集会
署名・カンパ　報告

ご協力ありがとうございました。

も
ち
つ
き
大
会

も
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つ
き
大
会

も
ち
つ
き
大
会

☆☆
☆
☆☆☆

☆
☆

☆☆
☆

☆☆
クリスマス会クリスマス会クリスマス会

猪口才

論評

ひろこ

向 井  和 夫

JS緊急事故時間外受付センター 　0570-002-004


